
■歴史を大幅修正
　地球をはじめとする太陽系の惑星
形成は４５億年前までにほぼ完了しま
した。その形成の初期の約４４億～４１
億年前に、惑星には大量の隕石衝突
の可能性があったことが、小惑星（ベ
スタ）から来た隕石の年代測定から分
かりました。
　従来は、誕生から６～７億年後の
約３９億年前に地球や月に大量の隕
石が衝突したと推測されてきました
（後期重爆撃説）。米国のアポロ計画
で採取された「月の石」の年代測定な
どを基にしていました。しかし、その時
期に地球や他の惑星に隕石が衝突し
た証拠はなく、惑星軌道の計算結果
などとの矛盾もあり、５０年にわたり論
争が続いていました。今回の発見は太
陽系初期の歴史を書き直すことにな
るかもしれません。
■分析の方法
　地球で見つかった、火星と木星の
間を回る直径約５００㌔のベスタから
飛来したと思われる隕石を分析しまし

た。隕石のリン酸塩化合物の中にわず
かに含まれるウランが、時間の経過と
ともに壊れて鉛になっていく性質を利
用。微量元素を測る特殊な装置を用
いて、ウランと鉛の存在比から１００分
の１㍉の世界を解析、ベスタに隕石が
衝突してからの時間を推定しました。
　隕石は「宇宙からの手紙」ともいわ
れています。分析できたときは、見た
目は何の変哲もない、ただの石ころ
が、４５億年前の情報を残していること
に感動しました。
■研究のきっかけ
　小さいときから宇宙が好きで、親に
せがんでは天文台に連れて行っても
らっていました。大学では、地球科学
や宇宙物理を学びました。その中で
光の波長など遠い宇宙の観測よりも
手元にモノがある、近い宇宙の世界を
見詰めてみたい思いに駆られ、大学院
から隕石の研究を始めました。
■醍醐味
　普通に生活をしていると、何十億年
前とか何十億年先とかのことを考える

ことはないですよね。でも、研究をし
ていると当たり前のように、その時代
の世界を想像し、現実には見えない
世界なのに、その時代にアプローチす
ることができます。
■これから
　今回の研究の成果は、地球史とも
大きく関係してきます。地球に生命が
誕生したのは３９億年よりも前です
が、その時代に後期重爆撃説が正し
ければ、地球最古の生き物は、大量の
隕石のシャワーを振り払って生き延び
ないといけませんから、生き物が生き
抜くには矛盾点も指摘されていまし
た。もし、隕石の衝突がさかのぼれれ
ば、隕石衝突後の静かな時代に生命
が誕生したことになりますから、その
問題をクリアすることができます。
　ただ、あくまでベスタの隕石からの
分析。仮説を立証していくためには、
もっと多くの惑星や小惑星を調べる必
要があります。研究を深めながら、い
ずれは太陽系の惑星の誕生と進化を
調べていきたいと思っています。
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